
学習主体としての子どもたちを“真ん中”に、学校が地域や行政と連携・協働して
いくことが、持続可能な地域づくりにつながります。「まちが学校・学校がま
ち」―学校教育×社会教育の二本柱で「日本一の公教育を目指すまち」、北海道
安平町の「子ども・教育を中心としたまちづくり」に学びます（「あびら教育
フォーラム2024」特設サイト等より作成）。

【プログラム】
13:00～13:30 受付
13:30～13:45 開会式・趣旨説明
13:45～15:15 講演「北海道安平町の『子ども・教育を中心としたまちづくり』」

井内聖氏（北海道安平町教育委員会教育長）

15:15～15:30 休憩
15:30～16:20 ワークショップ
16:20～16:30 閉会式

【申込〆切】
11月29日(金)

参加申し込み方法

＊Googleフォーム右記QRコードからお申し込み
ください。
（ https://forms.gle/LBenu4WCiwtRuL8A9 ）
＊オンライン参加でお申込みいただいた方には
後日zoomミーティングIDを送付いたします。事
前に最新版へ更新をお願いします。

【主催・後援・協力等】
主 催 道東の地域教育をつくる会

共 催 北海道教育大学釧路校地域文化研究室

後 援 北海道教育庁釧路教育局 北海道教育庁根室教育局、北海道教育
庁十勝教育局、釧路市教育委員会、釧路管内町村教育委員会連絡
協議会、根室管内市町教育委員会連合会、十勝管内教育委員会連
絡協議会、釧路市、北海道釧路総合振興局、北海道根室振興局、
北海道十勝総合振興局、北海道教育大学釧路校

【お問い合わせ】
道東の地域教育をつくる会代表宮前耕史 Email：doutou.tiikikyouiku@gmail.com
本フォーラムは、JSPS科研費21H00851の助成を受けたものです。

【安平町の教育とまちづくり】

北海道胆振東部地震（2018年9月）により被災するも、「ピンチ

をチャンスに」のスローガンのもと「子ども・教育を中心とし

たまちづくり」を推進。質の高さと先進的な取り組みで注目を

集める「早来こども園」、「“自分”が世界と出会う場所」をコ

ンセプトに「地域に開かれた学校」を目指す「早来学園」、

「遊び」「学び」を挑戦につなげ「自分に期待するチカラ」を

育てる「あびら教育プラン」等、学校教育と社会教育の二本柱

で「日本一の公教育のまち」を目指し、全国的な注目を集める

（安平町HP等より作成）。

駐車場について

1973年安平町生まれ。公立中学校教諭を経て幼児教育へ

転身、学校法人リズム学園学園長。北海道胆振東部地震

（2018）ではお泊まり会中に被災した。早来学園開校に

あたっては、震災直後の住民議論から関わり基本構想、

基本設計に携わる。2023年4月、安平町教育委員会子育

て・教育総合支援員、2024年5月、安平町教育委員会教

育長。官民および公私連携の視点から0歳～15歳の一貫

した教育とまちづくりを推進、「日本一の公教育の町」

を目指す。北海道文教大学客員教授（北海学園大学同窓

会HP等より作成）。

【井内聖（いうちせい）氏】
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